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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第１四半期 980 － 29 － 34 － 5 －

2023年３月期第１四半期 － － － － － － － －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期第１四半期 4.01 －

2023年３月期第１四半期 － －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年３月期第１四半期 1,657 885 53.4

2023年３月期 1,803 898 49.8

（参考）自己資本 2024年３月期第１四半期 885百万円 2023年３月期 898百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年３月期 － 0.00 － 15.00 15.00

2024年３月期 －

2024年３月期（予想） 0.00 － 20.00 20.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 1,927 14.1 77 △14.9 78 △17.6 52 △16.2 37.79

通期 4,000 12.7 240 18.0 240 25.4 150 9.3 109.01

１．2024年３月期第１四半期の業績（2023年４月１日～2023年６月30日）

（注）2023年３月期第１四半期については、四半期財務諸表を作成していないため、2023年３月期第１四半期の数値及び
対前年同四半期増減率並びに2024年３月期第１四半期の対前年同四半期増減率については記載しておりません。

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2024年３月期の業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年３月期１Ｑ 1,376,000株 2023年３月期 1,376,000株

②  期末自己株式数 2024年３月期１Ｑ －株 2023年３月期 －株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年３月期１Ｑ 1,376,000株 2023年３月期１Ｑ －株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（注）2023年３月期第１四半期については、四半期財務諸表を作成していないため、2023年３月期第１四半期の期
中平均株式数は記載しておりません。

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報

に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症対策により抑制されていた経済活動

が再開され、持ち直しの動きが見られました。一方で、ウクライナ戦争や米中対立等に伴う原材料価格の高騰

や、グローバルでの政策金利調整などを背景とした円安進行や物価上昇による家計や企業への影響もあり、経済

状況の先行きは依然として不透明な状況が続いております。

当社がサービスを提供するソフトウエア関連市場においては、産業界全体にＤＸ（デジタルトランスフォーメ

ーション）による経営効率化という概念が浸透し、引き続き企業のＩＴ投資意欲が拡大傾向にあることに加え、

ＡＩなど先端のＩＴ技術を活用した新たな市場も立ち上がりつつあります。

こうした事業環境の中、当社においては、他社と差別化するための独自性のあるサービス提供に向けた積極的

な取り組みや、新たな市場の開拓にも注力し、企業価値の向上に努めてまいりました。

これらの結果、当第１四半期累計期間の経営成績は、売上高980,529千円、営業利益29,613千円、経常利益

34,158千円、四半期純利益5,520千円となりました。

各セグメントの経営成績につきましては、次のとおりであります。

①検証事業

当社の検証事業では、ソフトウエア開発の各工程において、テストの設計及び実行から改善提案に至るまで、ソ

フトウエア品質向上のためのサービスを提供しております。また、同業他社と差別化を図るために継続してテス

トの自動化を推進したことで、顧客のテスト自動化を受託し、実績をあげることができました。

また、顧客企業へのテスト自動化ツールの導入、自動化に適した開発プロセスの改善、テストプロセスの効率

化・生産性の向上を実現する『テスト自動化支援サービス』にも取り組んでまいりました。

当第１四半期累計期間におきましては、『テスト自動化支援サービス』に加え、ソフトウエア開発でのプロダ

クトセキュリティの開発プロセス構築支援や、アメリカ国立標準技術研究所が定めたセキュリティ基準を示すガ

イドラインの「NIST SP800-171」の監査支援、最新のISMS 2022年版の更新審査に向けた支援などのコンサルテー

ションサービスも行ってまいりました。

これらの結果、当第１四半期累計期間における売上高は637,913千円、セグメント利益98,276千円と増収増益の

結果となりました。

②開発事業

　当社の開発事業では、自社開発パッケージ製品の販売及びカスタマイズ、受託システム開発、セキュリティ関

連製品の販売が主な事業内容となっております。

　自社開発パッケージ製品の販売及びカスタマイズ、受託システム開発においては、従前より株式会社大塚商会

のＥＲＰ「SMILEシリーズ」の開発及びカスタマイズを中心に行っております。特に鋼材業・木材業向けといたし

まして、「SMILEシリーズ」で機能する業種テンプレートを自社開発し、これらの販売・サポートについても、パ

ートナー企業との連携強化に注力し展開してまいりました。インボイス制度の施行直前の需要もあり、前年同期

を上回って推移いたしました。

　諏訪センターにおいては、複数の大手ベンダー製のＥＲＰパッケージ製品の受託開発を手掛けることで、幅広

い製品をラインナップすることにより受注の安定につなげております。

これらの結果、当第１四半期累計期間における売上高は342,615千円、セグメント利益は88,569千円と増収増益

の結果となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第１四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末に比べ145,910千円減少し、1,657,762千円となりました。

流動資産は、前事業年度末に比べ133,977千円減少し、1,352,959千円となりました。主な要因は現金及び預金の

減少137,711千円によるものであります。固定資産は、前事業年度末に比べ11,932千円減少し、304,802千円とな

りました。主な要因は、繰延税金資産の減少28,698千円、建物の増加6,254千円及び建設仮勘定の増加5,920千円

によるものであります。

（負債）

　当第１四半期会計期間末の流動負債は、前事業年度末に比べ127,138千円減少し、622,524千円となりました。

この主な要因は、賞与引当金の減少63,888千円、未払法人税等の減少60,918千円、預り金の増加23,238千円によ

るものです。

固定負債は前事業年度末に比べ5,477千円減少し、149,809千円となりました。この主な要因は、長期借入金の減

少6,786千円によるものです。
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（純資産）

　当第１四半期会計期間末の純資産は、前期末に比べ13,294千円減少し、885,428千円となりました。

これは主に配当金の支払20,640千円および四半期純利益5,520千円の計上によるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　業績予想につきましては、2023年５月15日の「2023年３月期 決算短信」で公表いたしました通期の業績予想に

変更はありません。
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（単位：千円）

前事業年度
（2023年３月31日）

当第１四半期会計期間
（2023年６月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 922,371 784,659

売掛金及び契約資産 519,539 523,814

仕掛品 21,288 8,743

前渡金 8,379 8,159

前払費用 12,060 24,821

その他 3,325 2,789

貸倒引当金 △27 △29

流動資産合計 1,486,937 1,352,959

固定資産

有形固定資産

建物 58,438 64,693

減価償却累計額 △24,944 △25,917

建物（純額） 33,494 38,776

車両運搬具 1,204 1,204

減価償却累計額 △134 △234

車両運搬具（純額） 1,069 969

工具、器具及び備品 54,369 55,844

減価償却累計額 △40,325 △41,918

工具、器具及び備品（純額） 14,044 13,925

土地 75,034 75,034

リース資産 31,655 31,655

減価償却累計額 △18,861 △20,194

リース資産（純額） 12,794 11,461

建設仮勘定 － 5,920

有形固定資産合計 136,437 146,086

無形固定資産

借地権 8,190 8,190

ソフトウエア 868 677

その他 199 196

無形固定資産合計 9,257 9,063

投資その他の資産

投資有価証券 13,152 16,959

出資金 16,450 16,450

長期前払費用 113 3,024

繰延税金資産 47,638 18,939

その他 93,810 94,404

貸倒引当金 △125 △125

投資その他の資産合計 171,040 149,652

固定資産合計 316,735 304,802

資産合計 1,803,672 1,657,762

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

前事業年度
（2023年３月31日）

当第１四半期会計期間
（2023年６月30日）

負債の部

流動負債

買掛金 236,535 232,037

短期借入金 50,000 50,000

１年内返済予定の長期借入金 23,834 24,368

１年内償還予定の社債 20,000 20,000

リース債務 5,674 5,611

未払金 26,785 11,072

未払費用 67,625 71,601

未払消費税等 58,696 49,751

未払法人税等 66,710 5,791

契約負債 72,591 71,730

預り金 12,992 36,231

賞与引当金 108,217 44,329

流動負債合計 749,662 622,524

固定負債

社債 30,000 30,000

長期借入金 96,546 89,760

リース債務 9,152 7,736

資産除去債務 17,982 20,941

その他 1,606 1,370

固定負債合計 155,286 149,809

負債合計 904,949 772,333

純資産の部

株主資本

資本金 217,100 217,100

資本剰余金 158,340 158,340

利益剰余金 523,521 508,402

株主資本合計 898,961 883,842

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △239 1,586

評価・換算差額等合計 △239 1,586

純資産合計 898,722 885,428

負債純資産合計 1,803,672 1,657,762
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（単位：千円）

当第１四半期累計期間
（自2023年４月１日

至2023年６月30日）

売上高 980,529

売上原価 793,683

売上総利益 186,846

販売費及び一般管理費 157,232

営業利益 29,613

営業外収益

受取利息 0

受取配当金 602

助成金収入 2,232

その他 2,087

営業外収益合計 4,923

営業外費用

支払利息 170

社債利息 17

支払保証料 124

その他 66

営業外費用合計 378

経常利益 34,158

税引前四半期純利益 34,158

法人税、住民税及び事業税 743

法人税等調整額 27,893

法人税等合計 28,637

四半期純利益 5,520

（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　　　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　該当事項はありません。

（単位：千円）

報告セグメント
調整額

（注１）

四半期損益
計算書計上額

（注２）検証事業 開発事業 合計

売上高

外部顧客への売上高 637,913 342,615 980,529 － 980,529

セグメント間の内部売上高又は振

替高
△14,447 14,447 － － －

計 623,466 357,063 980,529 － 980,529

セグメント利益 98,276 88,569 186,846 △157,232 29,613

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第１四半期累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．調整額は、以下のとおりであります。

　セグメント利益の調整額△157,232千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用157,232千円

が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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